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今春、荒尾第二小学校と荒尾第三小学校が、閉校を迎えた。
長い歴史を刻んだそれぞれの学校は、
惜しまれつつも新しい一歩を踏み出した。
統合校・荒尾市立万田小学校の開校だ。

子どもたちは地域の宝。
そして新しい学校は、地域の希望。
万田小は、2つの地域の希望を担っている。

閉校と開校、別れと出会いを経て

未来をひらく新しい力が、今、生まれる。

未
来
を
ひ
ら
く
新
し
い
「
力
」

特 集

［
写
真
］
４
月
11
日
（
月
）
の
万
田
小
学
校
入
学
式
。
緊
張
の
面
持
ち
の
新
１
年
生
。

閉校――そして、開校。
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２
月
27
日
（
日
）、
荒
尾
第
二

小
学
校
で
、
閉
校
式
が
行

わ
れ
た
。
浅
春
の
寒
さ
が
残
る

こ
の
日
、
在
校
生
を
始
め
、
保

護
者
や
地
域
住
民
、
卒
業
生
ら

約
千
人
が
参
加
し
た
。

二
小
は
明
治
42
（
１
９
０
９
）

年
に
荒
尾
尋
常
小
学
校
と
し

て
開
校
。
卒
業
生
は
お
よ
そ

１
万
７
千

700
人
に
の
ぼ
る
。

「
よ
い
子 

つ
よ
い
子 

か
し
こ

い
子
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

て
教
育
活
動
を
展
開
。
理
科
教

育
や
書
道
教
育
に
お
い
て
、
顕

著
な
成
果
を
残
し
た
学
校
だ
。

閉
校
式
の
記
念
事
業
は
「
あ

り
が
と
う
」
と
題
さ
れ
、
各
学

年
ご
と
に
テ
ー
マ
を
定
め
て
構

成
詩
が
披
露
さ
れ
た
。
学
校
や

友
だ
ち
、
学
校
を
取
り
巻
く
人

た
ち
に
対
す
る
た
く
さ
ん
の
感

謝
が
言
葉
に
な
っ
て
あ
ふ
れ
た
。

最
後
に
は
二
小
と
北
尋
常
小

学
校
の
両
校
歌
が
斉
唱
さ
れ
た
。

３
月
６
日
（
日
）
に
は
、
荒

尾
第
三
小
学
校
で
閉
校
式

が
行
わ
れ
、
お
よ
そ
800
人
が
参
加

し
た
。
閉
校
を
惜
し
む
か
の
よ
う

に
降
る
冷
た
い
雨
の
中
、
体
育
館

は
満
員
と
な
っ
た
。

三
小
は
、
石
炭
産
業
の
発
展
に

伴
う
人
口
の
増
加
に
よ
り
、
大
正

13
（
１
９
２
４
）
年
に
、
荒
尾
北

尋
常
小
学
校
か
ら
分
離
独
立
し
、

荒
尾
第
三
尋
常
小
学
校
と
し
て
開

校
。
校
区
内
に
万
田
坑
を
擁
し
、、

自
然
豊
か
な
万
田
山
の
懐
に
抱
か

れ
、「
あ
か
る
く
」「
た
の
し
く
」「
げ

ん
き
よ
く
」、
お
よ
そ
３
千
900
人

の
卒
業
生
を
伸
び
や
か
に
育
て
、

送
り
出
し
た
学
校
だ
。

記
念
事
業
で
は
、
構
成
詩
「
あ

り
が
と
う
三
小　

87
年
の
思
い
出

は
心
の
中
に
い
つ
ま
で
も
」
を
高

ら
か
に
披
露
。
ま
た
、
閉
校
記
念

の
歌
「
あ
り
が
と
う
三
小
」（
本

市
出
身
の
金
島
宗
治
氏
の
制
作
）

が
斉
唱
さ
れ
た
。

年・月 沿　革

明治 42
（1909） 5 荒尾尋常小学校として開校　翌明治 43（1910）年

1 月、荒尾北尋常小学校に改称

大正 13
（1924） 9 荒尾第三尋常小学校を分離

昭和 22
（1947） 4 学制改革により荒尾市立荒尾第二小学校となる

昭和 38
（1963） 11 三池炭鉱三川坑炭塵爆発事故により、保護者 12

人が死亡、13 人負傷。関係児童 31 人

昭和 56
（1981） 3 海達公子詩碑設置

平成 8
（1996） 3 全児童用の机・椅子に雑音防止のためのテニスボ

ールを取り付ける。翌 4 月、難聴学級を設置。

平成 18
（2006） 11 二小校区レクリエーション大会（校区運動会）を

実施

平成 21
（2009） 1 男子バスケットボール部が九州大会に出場（22 年

まで 2 年連続）

平成 21
（2009） 3 男子バスケットボール部が全国大会に出場（22 年

まで 2 年連続）

平成 21
（2009） 11 創立 100 周年記念式典

一
、
朝
雲
な
び
く　

小
岱
を

光
と
仰
ぐ　

こ
の
窓
に

文
読
む
声
も　

は
つ
ら
つ
と

つ
ね
に
た
ゆ
ま
ず　

学
ぶ
も
の

あ
あ　

荒
尾
第
二
小
学
校

若
き
命
を　

い
ざ
歌
え

二
、
潮
は
香
る　

有
明
の

風
も
す
が
し
き　

こ
の
庭
に

心
を
磨
き　

身
を
き
た
え

強
く
正
し
く　

伸
び
る
も
の

あ
あ　

荒
尾
第
二
小
学
校

固
き
誓
い
を　

い
ざ
示
せ

荒
尾
第
二
小
学
校
校
歌

作
詞　

猿
渡
幸
男

作
曲　

古
城
秀
雄

一
、
地
中
の
宝　

掘
り
出
で
て

御
国
を
富
ま
す　

万
田
坑

四
つ
山
坑
に
程
近
き

吾
が
学
び
舎
に　

幸
あ
れ
や

二
、三
池
の
山
に　

差
し
昇
る

朝
日
と
と
も
に　

爽
や
か
に

入
日
か
が
よ
う　

有
明
の

海
と
想
い
を　

広
ら
か
に

三
、
学
び
の
道
に　

い
そ
し
み
て

強
く
正
し
き　

人
と
な
り

師
の
御
教
に　

従
い
て

君
と
親
と
に　

報
い
な
む

荒
尾
北
尋
常
小
学
校
校
歌

作
詞　

八
波
則
吉

一
、
朝
光
て
ら
す　

万
田
山

峯
ゆ
く
雲
が　

ぼ
く
た
ち
の

明
日
の
希
望
を　

呼
ん
で
い
る

荒
尾
第
三
小
学
校

さ
あ　

学
び
や
の　

窓
あ
け
て

学
び
の
道
を　

は
げ
む
の
だ

二
、
風
も
す
が
し
き　

校
庭
の

明
る
い
花
が　

わ
た
し
ら
の

高
き
理
想
を　

呼
ん
で
い
る

荒
尾
第
三
小
学
校

さ
あ　

学
び
や
に　

睦
み
つ
つ

心
の
玉
を　

み
が
く
の
だ

三
、
潮
路
は
る
か
に　

有
明
の

わ
き
た
つ
虹
が　

よ
い
子
ら
の

輝
く
ゆ
く
て　

呼
ん
で
い
る

荒
尾
第
三
小
学
校

さ
あ　

学
び
や
の　

芝
ふ
ん
で

つ
よ
い
体
を　

つ
く
る
の
だ

荒
尾
第
三
小
学
校
校
歌

作
詞　

猿
渡
幸
男

作
曲　

古
城
秀
雄

一
、
青
空
高
く
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
木

温
か
く
い
つ
も
見
守
っ
て
い
た

思
い
出
の
ド
ア　

開
け
れ
ば
い
つ
も
よ
み
が
え
る

校
庭
を
走
る　

仲
間
と
笑
い
合
う

春
も
夏
も
こ
こ
で
過
ご
し
た

あ
り
が
と
う
三
小　

心
の
中
に
い
つ
ま
で
も

二
、  

万
田
の
山
に　

輝
く
朝
日

教
室
の
窓
に
光
溢
れ
て

思
い
出
の
ド
ア　

開
け
れ
ば
す
ぐ
に
よ
み
が
え
る

チ
ャ
イ
ム
が
響
く　

み
ん
な
で
学
び
あ
う

秋
も
冬
も
こ
こ
で
過
ご
し
た

あ
り
が
と
う
三
小　

心
の
中
に
い
つ
ま
で
も

三
、
か
な
た
に
望
む
有
明
の
海

夕
焼
け
に
染
ま
る
空
を
見
て
い
た

思
い
出
の
ド
ア　

開
け
れ
ば
き
っ
と
よ
み
が
え
る

今
日
に
繋
が
る
八
十
七
年
が

未
来
へ
続
く
誇
り
と
な
っ
て

あ
り
が
と
う
三
小　

心
の
中
に
い
つ
ま
で
も

あ
り
が
と
う
三
小

～
荒
尾
第
三
小
学
校
閉
校
記
念
の
歌
～

作
詞
／
作
曲　

金
島
宗
治

荒尾第三小学校
時代の変化に寄り添った 87 年に幕

年・月 沿革

大正 13
（1924） 9 荒尾北尋常小学校から分離独立、荒尾第三尋常小

学校として開校

昭和 11
（1936） 4 原万田、甲根、万田東を荒尾第二小学校から編入（校

区変更）

昭和 20
（1945） 7 戦災で校舎焼失

昭和 22
（1947） 4 学制改革により荒尾市立荒尾第三小学校となる

昭和 38
（1963） 11 三池炭鉱三川坑炭塵爆発事故により、保護者 31

人が死亡。関係児童 102 人

平成 7
（1995） 2 第 1 回「三小日曜ふれあいフェスタ」開催

平成 9
（1997） 3 三井三池炭鉱閉山

平成 15
（2003） 9 創立 80 周年記念航空写真撮影（保護者・地域住

民参加）

平成 18
（2006） 5 第 1 回ふれあい大運動会開催（万田山いきいき町

づくり会）

平成 22
（2010） 5 最後の運動会を地域と合同で開催

ありがとう　　さようなら

大好きな　　わが母校

閉 校

荒尾第二小学校
重厚な 101 年の長い歴史にピリオド

4_ 記念事業で構成詩
を 発 表 す る 児 童　5_
児童代表の松山智海
さ ん は「 三 小 で 過 ご
した日々はかけがえ
の な い も の。 あ り が
と う、 三 小 」 と 力 強
くあいさつ　6_ 閉校
記 念 誌「 あ り が と う
三 小 」 は、 卒 業 生 の
記念写真や懐かしい
学校活動写真が満載

1_ 閉校式典にて校歌
を力いっぱい斉唱す
る児童　2_ 児童代表
であいさつした吉元
純菜さん。「母校がな
くなるのはさみしい
が、 最 後 の 卒 業 生 で
あることを誇りにし
たい」と語る　3_ 閉
校 記 念 誌「 大 銀 杏 あ
かつち山」。卒業生の
名簿を完備。

1

2

3

4

5

6
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地域の未来を担う「力」となる、新しい学校がついに産声を上げた。

４
月
１
日
。
二
小
と
三
小
、

二
つ
の
学
校
の
魂
を
受
け

継
ぐ
万
田
小
学
校
が
、
つ
い
に

開
校
し
た
。
４
月
８
日
（
金
）、

新
学
期
の
始
業
式
を
前
に
、
開

校
式
が
行
わ
れ
た
。

万
田
小
学
校
の
校
舎
は
平
成

21
年
度
を
最
後
に
閉
校
し
た
、

旧
荒
尾
第
二
中
学
校
。
校
舎
を

増
改
築
し
、
こ
の
日
初
め
て
計

314
人
の
児
童
を
迎
え
入
れ
た
。

開
校
式
で
は
、
浦
部
眞
校
長

が
荒
尾
の
誇
り
、
日
本
の
誇
り

と
な
る
よ
う
な
学
校
を
作
っ
て

い
き
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、

児
童
代
表
と
し
て
二
小
出
身
の

菊
堂
聖
也
さ
ん
が
「
伝
統
の
石

垣
を
積
み
上
げ
て
い
き
ま
す
」、

三
小
出
身
の
川
口
陽
斗
さ
ん
が

「
あ
い
さ
つ
と
掃
除
が
で
き
る
学

校
に
し
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
た
。

そ
し
て
４
月
11
日
（
月
）、
万

田
小
学
校
の
第
１
回
の
入
学
式

が
行
わ
れ
た
。
期
待
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
て
入
学
し
た
一
年
生
は
、

69
人
。

万
田
小
学
校
は
383
人
の
児
童

と
と
も
に
、
地
域
の
未
来
を
担
っ

て
新
し
い
歴
史
を
紡
ぎ
始
め
た
。

三小・二小 2つの
学校のみんなが仲良
くなれるようにがん
ばりたいです。1年
生に頼られる 6 年
生になりたいです。

1年生から 6年生
まで仲良くできて、
誰にでも進んであい
さつやいろんなこと
ができる学校にして
いきたいです。

サッカーが好き
です。家でも練習
します。国語や算
数の勉強をがんば
ります。新しい友
だちもつくります。

万
田
小
学
校
と
し
て
赴
任

し
、
楽
し
い
毎
日
で
す
。

新
し
い
環
境
で
、
児
童
も

教
員
も
心
地
よ
い
緊
張
感
を

持
ち
な
が
ら
、
前
向
き
に
過

ご
し
て
い
ま
す
。

万
田
小
で
は
「
大
好
き
！

笑
顔
あ
ふ
れ
る
万
田
小
」
を

校
訓
に
、
子
ど
も
た
ち
が
毎

日
楽
し
い
と
実
感
す
る
学
校

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
根
差
し
た

学
校
と
し
て
、
旧
二
小
・
旧

三
小
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持

つ
良
さ
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
地
域
と

の
協
力
を
深
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ジャングルジム
が好きです。あた
らしい友だちがで
きました。国語や
算数の勉強をがん
ばります。

三小（第三尋常小学校）出身
早起圭彦さん（万田中）

二小出身
浦田昌子さん（四ツ山町 3 丁目）

「二小」という言葉が
聞かれなくなるのは寂
しいです。しかし、万
田小を見守っていくこ
とができる節目にいら
れてとても幸せです。
新しい出会いに感動
して、人との触れ合い
を大切に、優しい人に
なってください。

開

校

1_ 新しい校旗が、学校設置者の前畑市長から浦部校長へ授与された。　2_ 誓いの言葉を述べた菊堂聖也さんと 3_ 川口陽斗さん。4_ 感謝状授与。
校舎の増改築の設計・施工、校章の考案、校歌制作に携わった 6 人に感謝状が贈られた。5_ 新しい校歌が初めて披露された。　6_ 入学式。希
望に目を輝かせる新 1 年生。　7_ 在校生代表として小嶋雄大さんが「楽しいことがたくさんあります。一緒にがんばりましょう」とあいさつ。

1

23

4

5

6

7
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昔は子どもの遊ぶ声があちこちで
聞こえていたけれど、今は聞かれなく
なった――浦田昌子さんは寂しそうに
言った。かつてまちには、たくさんの
子どもたちが走り回っていた。

基幹産業として荒尾を支えた石炭
産業の隆盛により児童数が増加し、分
離した二小と三小。今年、時代の変化
と少子化の流れの中で、再び 1 つの学

校として新しく生まれ変わった。
「学校がなくなるのは寂しい」イン

タビューに応じてくれた 2 人の卒業生
はそれぞれ口にした。母校がなくなる
寂しさはもちろん、子どもたちは常に
地域の大切な活力だからだ。しかしす
ぐに「万田小学校を見守っていきたい」
と明るい表情が浮かんだ。元気づくり
事業への参加や、地域の住民による特

別授業を実施し、地域で子どもたちを
育ててきたからこそ、万田小学校へ両
校区住民が寄せる期待は大きい。この
期待の大きさは、大人が子どもたちを
守り育てる決意の現れだと感じた。

2 校の統合――それは 1 ＋ 1 だが、
答えはきっと無限大。未来と社会をよ
りよく変える力は、学校・家庭・地域、
そしてこの子どもたちに宿っている。

ye l l

6 年 嶋田拓真さん
（朝日）

6 年 木山瑠美さん
（万田中）

1 年 片山聖南さん
（西原町 2 丁目）

1 年 冷牟田桃果さん
（西原町 2 丁目）

三小の閉校はとても
寂しく思いましたが、
万田小の開校は、黄昏
からすぐに曙が訪れた
ように感じています。
小学校で学んだこと
は大人になっても残り
ます。友達を作り、思
いやりのある人に育っ
てほしいですね。

Vision

hope 二
校
の
歴
史
と
文
化
を
継
承
し
、
未
来
を
紡
ぐ
「
力
」
に
。

優
し
さ
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
、
誇
る
べ
き
学
校
を
目
指
し
て
―
―
。

希望と期待に胸膨らませ　互いに伸びゆく万田っ子

万感の思いを胸に　万田小の子どもたちに送るエール

2つの学校と地域の良さを活かしながら、新しい出発

万田小学校 校長
浦部眞 先生

万
田
小
学
校
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